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2009.7.20浦和高校卓球部活動記録
２００９年度（上半期： 春～初夏）大会実績

H21 2009.4.年度 関東大会県南地区予選 （於 上尾運動公園体育館）

団体 ２回戦 浦和 ３－０ 川口東
３回戦 浦和 ３－０ 浦和東
４回戦 浦和 ３－２ 大宮
準決勝 浦和 ０－３ 川口総合 （県南地区ベスト４）

個人予選通過
シングルス 岡部 岡本 丹羽 柳武 曽根
ダブルス 岡部・曽根 岡本・丹羽 竹原・柳武

H21 2009.5.4-6年度 関東大会県予選会 （於 上尾運動公園体育館）

団体 １回戦 浦和 ３－０ 川口
岡本 ３－０ 川手
岡部 ３－１ 川原

竹原・柳武 ３－１ 石田・川原

２回戦 浦和 ０－３ 川越東
曽根 ０－３ 小池
岡部 ２－３ 関

竹原・柳武 ０－３ 小池・明石

個人 ダブルス 岡部・曽根 （県ベスト１６進出）

大会会場風景（上尾運動公園）
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＊川越東高校は県代表として関東大会連続出場を果たし、本大会でも に進出しました。best16

関東予選

、 、今回の関東予選は昨年度まで顧問だった田中先生が長期研修の為 卓球部から離れてから

初めての県大会だったので、とても不安でした。しかし、そんな不安を一気に吹き飛ばすか

のように、ダブルスの岡部先輩、曽根ペアがベスト１６に入るという頼もしい結果を残して

くれました。

団体では、２回戦目に強豪川越東高校に当たりました。川越東の選手は、１つ１つのプレ

ーが丁寧でミスが少なく、その強さに圧倒されました。そんな中、岡部先輩は関選手に２－

３ととても惜しい試合をしましたが、やはりそこは関東常連、最後の最後で粘り強さを見せ

つけられました。

今回の大会を経て、関東大会へ出場するためには、自分たちの力がまだまだ足りないこと

を強く感じました。大幅なレベルアップを図り、日々練習を積み重ねていこうと思います。

、 。 、また 今回とても頼りになる試合をしてくれた岡部先輩も引退となってしまいます 今度は

自分たちが後輩の頼りになる存在となれるよう、人一倍努力していこうと思います。

（文責：部長 岡本 潤 ）

関東大会 県予選会 団体２回戦 ＶＳ 川越東

１番シングルス 曽根

竹原・柳武３番ダブルス
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H21 2009.6年度 インターハイ県予選会 （於 上尾運動公園体育館）

団体 １回戦 浦和 ３－２ 松山
岡本 ３－１ 小田切
岡部 １－３ 新井

岡部・曽根 ３－２ 新井・井高
曽根 ３－１ 高安
柳武 １－３ 井高

２回戦 浦和 ３－０ 不動岡
岡部 ３－ 西潟0

岡本 ３－１ 山崎
岡部・曽根 ３－０ 染谷・鈴木

３回戦 浦和 ０－３ 埼玉栄
岡部 ０－３ 玉置
柳武 ０－３ 高梨

岡部・曽根 ０－３ 高梨・星
（県ベスト１６進出）

＊ 埼玉栄高校は昨年関東優勝、今年は に終わりましたが全国でも安定して上位に食い込んでいます。best8

＊次の試合（予定）
８月 県学年別大会 春日部総合体育館8/27,28
９月 全日本ジュニア県予選会 春日部総合体育館9/12,13

全国選抜１次予選県南地区予選会 上尾運動公園体育館9/18,19

2009.7.20OB会短信
春から初夏にかけての大会、すなわち関東大会そしてインターハイ予選が終わりました。高校生、

特に３年生にとってはそれまでの精進の集大成となる大会です。選手たちは精一杯、いろいろな思い
を込めて一球一球プレーしたことと思います。県外大会への出場はかないませんでしたが、地区予選
で敗退してしまった者も含めて、気持ちの入った、良い試合をしていたと思います。
また暑い夏がやってきました。新チームでもたくさんのドラマが生まれることと思います。現役諸

君の頑張りに対して、これからもＯＢ会として陰ながら応援していきたいと考えております。

浦和高校卓球部 会会長 田端 毅OB

インハイ県予選

今回のインターハイ県予選では、シングルス、ダブルスともに出場選手皆が一回戦負けを

してしまいました。内容が惜しい試合もあったものの、多くの選手が本来の力を発揮できて

いない様子でした。

、 、 。 、 ，団体では この反省を生かし 今度こそはという気持ちで挑みました 競りながらも １

２回戦と順調に勝ち進みましたが、３回戦目の埼玉栄との試合では、大きな実力の差を見せ

つけられました。しかし、その後、栄の選手のプレーを見て学び、私たち一人一人の成長に

つなげることができたと思います。

今回の大会で私達が学んだことは沢山ありました。特に練習時のプレーが試合で発揮でき

ないというのは、普段の練習が試合を想定していない、練習の為の練習になっているからだ

。 、 、 、 、と思います この先の練習では 常に試合を意識した 試合の為の練習を心掛け 高い意識

高い目標を持って、日々練習に励んでいこうと思います。

（文責：部長 岡本 潤 ）


